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令和6年度のコミュニティ・スクール (CS)の活動も無事に終了することができました。今年度もた<さん
の方長に御理解、御協力をいただき、子供たちは幅広い学習の機会を得ることができました。本当 |こありが

とうございました。最後まで盛りだ<さんだった活動の様子を是非御覧ください。
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和合町にある石澤建築の石澤様に今回も釘打ちの講師と

して来ていただき讀した。実際の建築 |こ 使用される木材か

ら出た端材を、子供たちが製作しやすいよう|こ 切りそろえ

てたくさん準備してくださいました。 |ずんのうの使い方、

釘の選び方、木材ごとの性質などを教えていただき、しヽざ

作業開始です。初めは恐る恐る作業をしていた子供たちも、

石澤様のサポー トのおかげで徐々にげんのうの使い方に慣

れていきました。とても抜けそうにない曲がり方をした釘

を、釘抜きですつと抜いて<ださつたり、斜めに釘を打っ

て子供たちの希望どおりに木材をつなげてくださつたり
と、皆プロの技に感嘆しきりでした。

してくださつている内山様 |ご

三味線 |こ ついて教えていただきました。子供たちは三

味線の種類や使われている材料などをクイズ形式で楽

しく学んでいきました。また三味線の生演奏では、内
山様が解説して<ださる情景を思い浮かべながら、皆

その情緒あ′S、れる音色に聞き入つていました。

そして一番のお楽しみは三味線体験。代表数人が内

山様と一緒 |こ 「さくらさくら」を弾いてみました。バ

チの扱い方、糸 (弦)の弾き方に苦戦しながらも、内山様

|こ ア ドバイスをいただきながらなんとか「♪さ<ら～」

の音を出せた子供たちはとてもうれしそうでした。

泉町でお囃子の指導を

1年生はボランテイアの方々と、お

手玉、けん玉、∃―∃―、コマ、おは

じき、だるま落としの六つの音遊びを

楽しみました。見たことはあるけれど

実際に手に取るのは初めてという子

が多い中、ボランティアの方々が分か

りやすく遊び方を教えて<ださいま

した。

遊び方は単純でも楽 しむためには

こつが要るのが言遊び。ボランティア

の方層の丁寧な手ほどきを受けて、

段々と子供たちも上手に遊べるよう

|こ なつていきました。そのうち独自の

遊び方を編み出す子供たちでしたが、

ボランテ ィアの方展は安全に気を配

りつつ、子供たちの発想を大切に温か

<見守つて<ださいました。
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2年生が学習する「スーホの白い馬」に登場する馬頭琴

という楽器や、舞台となるモンゴルの生活について学 75ヾた

め、楽器博物館元学芸員の佐藤様にお越 しいただきまし

た。持参していただいた馬頭琴を、担任の先生と児童 2名
が弾かせていただき、弦と弓が馬のしつぽの毛束で出来て

いることなどを教えていただきました。その他にも遊牧民

の生活、その生活の中で故人を偲′Sヽ ために作られた楽器の

ことなど、幅広いお話を聞くことが出来ました。

子供たちにとっては間<こ と全てが驚きの連続だつた

ようです。一つ一つのエピソードに衝撃を受けていた子供

たちですが、佐藤様の軽妙な トークのおかげでとても楽し

<異文化を学rS,こ とができました。
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地域について学んできた 3年生は、最後のまとめとして泉・和

合地区の彗 と今 |こ ついて、泉在住の鈴木寛様に教えていたださ

ま した。白黒の古い写真とともに、クイズ形式で この地上或の変遷

を分か りやす <伝えてくださいま した。興味津々であち こちに

脱線する子供たちか らの質問にも、 しっか りと向き合 つて次の

クイズヘとつなげてくださり、約90分の講話もあっという間。

ずっとこの町で暮らしてきた鈴木様だからこその説得力のある

お話に、子供たちも夢中|こ なつて耳を傾けていました。

たくさんの地域の方々に支えられた 3年生の総合学習。御協

力いただいた皆様、ありがとうございました。

佐0烏湖ゴミバスターズとしてごみの削 )′式に取り組み、

近隣の小中学校で講演をしておられる福島様と阪本様

が泉小|こ も来てくださいました。多くの市民が訪れる佐

鳴湖ですが、そこにはものすごい量のごみが不法投棄さ

れているそうです。実際に拾つてきたごみを広げ、佐鳴

湖の現」ブtを写したスライドや動画ととも|こ プラスチッ

クごみが及ぼす様々な被害について話してくださいま

した。子供たちは、「こうしたごみ拾いなど、自分たちの

知らないところで社会のためにボランテイアで活動し

て<れている人がいることを知って、自分にもできるこ

とをしたいと目った。」と感想を伝えてくれまレた。まず
は身近な段子川が綺麗になるように一人一人が小さな
努力から始められたらよいですね。段子川が佐鳴湖へと

つながつているように、今回子供たちがお二人から受け

取った思いを、少しずつ地士或社会につなげていってくれ

るのではないかと思います。
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あいさつ運動に御協力いただきま してありがとうございま した !

計 4回 |こわたつて行われたあいさつ運動ですが、スクールガードの皆様、自治会の皆

様、地1或の皆様、保護者の皆様、た<さんの方々のおかげで子供たちは安全|こ登校する

ことができました。来年度からは自律登校が導入されます。皆様の御協力がよリー層不

可欠なものになつてい<と思いますので、引き続きお力添えいただけますと幸いです。
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